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調査・報告

１　最近のてん菜の作付け動向
てん菜は、北海道の畑作経営の輪作体系を維持す

る上で基幹的な作物であるとともに、てん菜糖業は

地域経済の維持・発展に重要な役割を担っている。

近年、農業従事者の減少や高齢化の進行、経営規

模の拡大に伴う労働力不足などにより、他品目への

転換が進んだことから、作付面積は減少傾向で推移

してきた。また、砂糖の消費量の減少や糖価調整制

度の調整金収支の累積赤字が増大していることを踏

まえ、令和４年12月に農林水産省が、てん菜糖の

交付金の対象数量を令和８砂糖年度までに段階的に

削減する方針を決定したことなどを背景として、令

和５年産の作付面積は、前年から4101ヘクタール

減少し、５万1081ヘクタールとなった（図１）。

【要約】
　令和５年産てん菜の作付面積は、５万1081ヘクタールと前年から4101ヘクタール減少した。10アー
ル当たり収量は、前年より増加し6661キログラムとなったが、生産量は、作付面積の減少に伴い、前年
より減少し340万2659トンとなった。
　糖分は、記録的な猛暑や褐

かっ

斑
ぱん

病
びょう

の影響などにより、昭和61年の糖分取引開始以降最低の13.7％、歩留
まりは13.2％となり、てん菜糖生産量も同じく最低の44万7537トンとなった。

令和５年産てん菜の生産状況について

北海道　農政部　生産振興局　農産振興課

58,188 

57,234 

58,682 
59,390 

58,139 

57,209 

56,344 
56,749 

57,509 

55,182 

51,081 

0

52,000

54,000

56,000

58,000

60,000

平成25 26 27 28 29 30 令和元 2 3 4 5

(ha)

(年産)

図１　てん菜の作付面積の推移（平成25年産以降）

資料：北海道農政部調べ
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２　令和５年産てん菜の生育概況
春先は天候に恵まれたため、移植作業や直

ちょく

播
はん

栽培

の播
は

種
しゅ

作業は順調に進んだ。６月中旬以降、高温傾

向で降水量も多く、生育は平年より早く進んだもの

の、７月から10月の生育期間において、高温多湿

の影響により、褐斑病が全道で拡大した。なお、収

穫期直前の生育は平年より早く、根周は平年並みだ

った（表１）。

その他の病害虫については、根
ね

腐
ぐされ

病
びょう

や黄
おう

化
か

病
びょう

の

発生は少なく、そう根病の発生は平年並みだったほ

か、ヨトウガの発生量はやや多く、テンサイモグリ

ハナバエの発生は平年並みであった。

３　令和５年産てん菜の生産状況
10アール当たり収量は、高温と周期的な降雨に

より根部の肥大が進み、前年から238キログラム増

加し6661キログラム（前年比103.7％）となり、

直近10年の平均を194キログラム上回ったが、生

産量は、作付面積の減少に伴い、前年より14万

1853トン減少し340万2659トン（同96.0％）と

なった。

根中糖分については、夏から秋の最低気温が高か

ったことに加え、７月以降の高温多湿条件により褐

斑病が多発したことから、昭和61年の糖分取引開

始以降、最低の13.7％となった（表２、図２）。

品種別の作付け構成は、「カーベ2K314」

（31.7％）、「パピリカ」（26.0％）、「ライエン」

（17.9％）の順となっている（表３）。

「カーベ2K314」は、褐斑病やそう根病の抵抗性

が優れており、「パピリカ」は、そう根病抵抗性に

優れ根重が多く、平成29年に優良品種に認定され

た「ライエン」は、そう根病抵抗性に優れ糖量が多

いことから、作付け割合が高くなっている。

てん菜の作付け戸数は全道的に減少傾向が続いて

おり、令和５年産は前年より298戸減少（4.6％減）、

10年前と比べると1431戸減少し（18.7％減）、

6233戸となった。一方、１戸当たりの作付面積は

8.2ヘクタールと、令和３年をピークに減少傾向に

あるが、10年前と比べると0.6ヘクタール増加して

いる（図３）。

労働力不足の中でこうした作付け規模の拡大に対

応するため、近年では、春の育苗・移植作業に要す

る労働力を大幅に削減できる直播栽培に取り組む地

域が増加傾向にあり、５年産の直播栽培の面積は、

前年より429ヘクタール増加の２万2635ヘクター

ル（作付面積の44.3％）となっている（図４）。

地域 区分 5/15 6/15 7/15 8/15 9/15 10/15

全道
移植 ±0 早2 早5 早7 早7 早６
直播 ±0 早2 早4 早5 早5 早４

上川
移植 ±0 ±0 早1 早1 早2 早２
直播 遅2 遅2 早2 早3 早3 早３

オホーツク
移植 ±0 早3 早6 早7 早8 早７
直播 ±0 早3 早5 早6 早5 早５

十勝
移植 ±0 早1 早5 早7 早7 早６
直播 ±0 早2 早5 早6 早6 早５

資料：北海道農政部調べ
　注：遅速日数は平年の生育状況に対する遅速日数。

表１　生育遅速の推移（令和５年産）
（単位：日）
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（総合）
振興局名

作付面積
（ha）

収量
（t / ha）

生産量
（ t ）

平均糖分
（%）

栽培農家
戸数
（戸）

戸当たり
面積

（ha / 戸）うち直播 直播率

空　知 553.34 496.00  89.6% 70.93  39,246.07  14.0  152  3.64

石　狩 1,062.35 768.98  72.4% 63.35  67,298.14  13.9  139  7.64

後　志 1,129.56 530.15  46.9% 59.49  67,196.47  14.5  220  5.13

胆　振 1,156.11 809.81  70.0% 52.64  60,861.27  13.9  218  5.30

日　高 26.58 23.09  86.9% 49.27  1,309.55  15.4  5  5.32

渡　島 107.18 67.09  62.6% 37.50  4,019.78  12.2  21  5.10

檜　山 264.47 117.22  44.3% 56.16  14,851.78  13.5  37  7.15

上　川 2,935.20 2,005.87  68.3% 63.68  186,919.02  14.2  548  5.36

留　萌 180.62 126.56  70.1% 52.20  9,427.86  14.4  24  7.53

宗　谷 － － － － － － － －

オホーツク 20,670.23 5,565.08  26.9% 67.38  1,392,853.17  14.1  2,173  9.51

十　勝 22,615.36 12,109.29  53.5% 67.89  1,535,296.88  13.2  2,672  8.46

釧　路 279.20 0.00  0.0% 63.51  17,732.70  14.4  14  19.94

根　室 100.36 15.75  15.7% 56.26  5,646.18  14.8  10  10.04

合　計 51,080.56 22,634.89  44.3% 66.61  3,402,658.87  13.7  6,233  8.20

資料：北海道農政部調べ

表２　地域別生産実績（令和５年産）
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図２　根中糖分の推移（平成25年産以降）
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品種名 認定（年） 作付面積 割合

カーベ2K314 平成28 16,209  31.7

パピリカ 平成22 13,272  26.0

ライエン 平成29 9,136  17.9

バラトン 令和2 4,340  8.5

ボヌール 令和2 3,628  7.1

カーベ8K860 令和3 1,787  3.5

リボルタ 平成22 1,180  2.3

プロテウス 令和5 617  1.2

カチホマレ 平成30 496  1.0

カーベ8K879C 令和4 405  0.8

ソラーレ 令和4 11  0.0

資料：北海道農政部調べ
　注：認定は優良品種に認定された年。

表３　品種別作付面積（令和５年産）
（単位：ha、%）
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図４　移植および直播栽培面積の推移
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図３　てん菜の作付け戸数および１戸当たり作付面積の推移
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４　てん菜糖の生産状況
北海道内の製糖工場は、令和５年３月に北海道糖

業株式会社本別製糖所が製糖を終了し、現在、３社

７工場で操業している。なお、本別製糖所は製糖終

了後、本別事業所としててん菜の買い入れを継続し、

近隣の２工場で製糖されている。

令和５年産原料処理量は340万2659トンで、歩

留まりは13.2％となったことから、てん菜糖生産

量は44万7537トン（前年比79.6％）となり、昭

和61年の糖分取引の開始以降、最も少なくなった

（表４）。

おわりに
令和５年産のてん菜生産については、作付面積の

減少に加え、記録的な猛暑や褐斑病の影響などによ

り、てん菜糖の生産量は、昭和61年の糖分取引の

開始以降、過去最低となった。

てん菜は、小麦や豆類、ばれいしょとともに、本

道畑作農業における基幹作物として重要な作物であ

り、てん菜を原料とする製糖工場は地域経済や雇用

を支える上で重要な役割を果たしている。今後とも、

てん菜を安定的に生産していくためには、生産者、

糖業、行政などの関係者が連携し、直播栽培の拡大

に向けた機械の導入など省力・低コスト生産を進め

るほか、気候変動に対応した品種の開発や選抜、技

術の普及に適切に対応していくことが重要である。

糖業社名
工場等名

原料処理量
（ t ）

砂糖生産量
（ t ）

うち原料糖
（ t ）

歩留
（%）

ビートパルプ
生産量
（ t ）

歩留
（%）

截
さい

断 截断 製糖 製糖

開始日
（月日）

終了日
（月日）

延べ日数 開始日
（月日）

終了日
（月日）

延べ日数

日
　
　
甜

芽　室 1,145,415.11  138,491.50  2,600.97  12.09  39,769.08  3.47 10月５日 2月23日 142  10月５日 6月６日 246

美　幌 331,222.12  43,282.46  28,182.45  13.07  12,548.82  3.79 10月６日 1月30日 117  10月６日 1月31日 118

士　別 235,592.95  33,320.04  416.58  14.14  9,572.52  4.06 10月９日 1月４日 88  10月９日 1月５日 89

小　計 1,712,230.18  215,094.00  31,200.00  12.56  61,890.42  3.61

日甜計（受託製造を除く） 1,512,246.45  191,101.50  31,200.00  12.64  54,942.74  3.63

ホ
ク
レ
ン

中斜里 851,288.12  119,614.03  35,418.36  14.05  34,843.82  4.09 10月８日 2月28日 144  10月８日 3月29日 174

清　水 305,340.83  41,696.23  671.40  13.66  12,742.38  4.17 10月15日 2月21日 130  10月15日 2月21日 130

ホクレン計 1,156,628.95  161,310.26  36,089.76  13.95  47,586.20  4.11

北
　
　
糖

北　見 318,262.75  41,650.67  0.00  13.09  15,018.04  4.72 10月11日 2月９日 122  10月11日 2月12日 124

道　南 215,536.99  29,481.78  5,895.72  13.68  9,295.84  4.31 10月12日 1月12日 93  10月12日 1月27日 108

（参考）本別事業所 （284,524.67）（34,732.27） （0.00）（12.21）（10,936.96）（3.84）

北見転出分 （84,540.94）（10,739.77） （0.00）（12.70） （3,989.28）（4.72）

芽室転出（委託）分 （199,983.73）（23,992.50） （0.00）（12.00） （6,947.68）（3.47）

小　計 533,799.74  71,132.45  5,895.72  13.33  24,313.88  4.55

北糖計（委託製造を含む） 733,783.47  95,124.95  5,895.72  12.96  31,261.56  4.26

合　　計 3,402,658.87  447,536.71  73,185.48  13.15  133,790.50  3.93

資料：北海道農政部調べ
　注：北糖本別事業所で受け入れた原料は、北見製糖所で製糖するほか、日甜芽室製糖所で委託製造している。

表４　てん菜糖の生産実績（令和５年産）


